
タコはむかし火星人だった
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どちらもマイナスイメージだ。日本人は悪魔
というより(劇大怪イメージで見る。

奇妙な生き物だ。とはいつても、タコだけが奇妙なわけ
ではない。ミミズだつてカラスだつてテントウムシだって
不思議な生きものだ。感情として、イイネなのか、ダメ、
なのかということだろう。

矢[1育旨的にも身体能力的にも大変優れているとされる。

隆国 60cm爾壼 利 |ヽヽ1囀βより前 洛地で最:ti勘駆汐コ。
潮間帯から水深 50mくらいまでか調1鳥 砂やどろのある底
にもすむ 医□ たこつまでとる
脚34」ギ1習 1測盤1寿計反貝わk羽聾刻 旺文社

可哀そうで食えない | と下の兄は言った。実際に食べなかったの
か、ほんの軽口だったのかは覚えていない。利|力Ⅵ喘声上級の頃だった
と思う。私は平気で食べた。目玉が歯に当たる。この目で周囲を観察
しているらしいが、あえなく団体で捕獲されてしまう。
生食注意、寄生虫が寄生していて、なにやら怖しヽ症状を起こすの
で、踊り食いなど生を口にするのはやめておこう。

[同甍 6 cm膏召 本州中部よりわ 戯執 /∫ ごヾん賎K深 200へ600mく らい
の所にしるぶ 富山湾では産卵期 (初日)になると大群になる 1皇□
〇 発光するので有名

日もな響学習圏監1霧判1反 自割旧■褒l止 1977
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「■[ヘー1‐‐Tスlt, それからたくさん長い時間が過ざました。チマリに敵 賄[生物が繁栄し
はじめまして、自分たちを人、住む星を地球と名付けました。スキャパレリという伊国
の人が隣の星、火星を観察したところ黒し嗜F分留鶴5難泉を見つけました。伊語でカナリ
(水路)と名付けて発表したところ、英語のキャナル (運,動 と訳されて広まり、地球
人1款騒ぎ。運河を築いた進んだ文化を持つ火星人が居る|こ違いない。実は、線に見え
たのはトオメガネの精度が悪いせいなので、その頃火星つまリヒマリは隕石の直撃やら
太陽光にあぶられるやらで、1運河は跡軒′もなくなつていました。ヒマリ人もずつと前に
チマリに移住したイ麦でした。地務求1薔 1877年のことでした。
異なる環境の地〕までしぶとく生き延びたヒマリ人の床裔は、海の中から人を観察して
います。知能の仕組みとか意志疎i重の方法と力功異ヾなりますので、人と文嚇舌することは
不可能です。地球があの項の火星(郷:難責|む猛づき土じ求人が減びたあと、ヒマリ人たちが
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タ コ 火 星 人 説           鳥」』児対出 1儡メ クリ種 みます

むかしむかしヒマリという惑星に大変進んだ生き物がいま
した。水が多い星でしたので、水の中で文化を発達させました。
しかしヒマリの星としての活動は衰え、)令え、地磁気|お肖え、
大気は失われました。ヒマリ人は、水が多く残されていた地下
で命をつなざました。そして多くの時間が過ぎて、隣のチマリ
と呼んでいた惑星が令え固まり安定し、生きものが現れ、水が
豊富に蓄えられたことを知りました。ヒマリ人は一哉蛭聯吉して
チマリヘの移住を決断、)実行しました。

隣へ行くだけとはいえ、ぃかに進んだ文明でも過酷な作業でした。宙飛レ5Ⅵ合はあるい
は発射直後に爆発し、あるいはとんでもない方向に向かい、チマリに至1謄出来たのはご
くわずかでした。予測と違う障害もありま したが、むりやり適応して水の中で子孫を残
すことに成功しました。  (ヒマリ火研熟ウェブ,wvw kahaku.90jpか ら)     ・・ヽ
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1留ヒし、地球が消滅するのを見届けるでしょう。
今、ヒマリ人を日本人は梢、仏人はプウルプと呼びます。
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チマリ人
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